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後補増築部屋根と建物本体壁との取合いから、
雨漏りが生じ、構造躯体(土台・柱等)の腐朽など
建物本体へ悪影響を及ぼすため撤去を行う

資料８　陸奥宗光別邸跡・旧古河別邸　計画平面図

（外部物入）

（物置-1）

後補増築部と建物本体壁との取合いから、
雨水が滞留し、構造躯体(土台・柱等)の腐朽など
建物本体へ悪影響を及ぼすため撤去を行う

【本事業の計画】

・痕跡調査や現段階で収集した資料の状況では復原は困難であるため（復原根拠不明）、

　本事業では現状維持（間取り、内外装、屋根等）を基本とする。

・漏水等による建物本体への腐朽など、悪影響を及ぼす部分のみ撤去を行う方針とする。

※ 部屋名は、古河電気工業株式会社資料の平面図に
   記載される部屋名を基に設定
   ただし、（　）の部屋名は、便宜的に設定した名称
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資料８　陸奥宗光別邸跡・旧古河別邸　計画立面図

北立面図　S=1/200 西立面図　S=1/200

南立面図　S=1/200 東立面図　S=1/200

後補増築部基礎が建物本体と密着しており、
そこに雨水が滞留し、構造躯体(土台・柱等)
の腐朽など建物本体へ悪影響を及ぼすため
撤去を行う

後補増築部基礎が建物本体と密着しており、
そこに雨水が滞留し、構造躯体(土台・柱等)
の腐朽など建物本体へ悪影響を及ぼすため
撤去を行う

後補増築部基礎が建物本体と密着しており、
そこに雨水が滞留し、構造躯体(土台・柱等)
の腐朽など建物本体へ悪影響を及ぼすため
撤去を行う

【本事業の計画】

・痕跡調査や現段階で収集した資料の状況では復原は困難であるため（復原根拠不明）、

　本事業では現状維持（間取り、内外装、屋根等）を基本とする。

・漏水等による建物本体への腐朽など、悪影響を及ぼす部分のみ撤去を行う方針とする。
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